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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.166 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

新
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迎
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
啓
発
活
動
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
死
者
数
は
残
念
な
が
ら
増
加
し
ま
し
た
が
、
事
故
件
数
や
負

傷
者
数
は
、
昨
年
に
比
べ
約
１
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
７
月
に
小
樽
で
発
生
し
た
海
水
浴
客
４
人
を
死

傷
さ
せ
た
悲
惨
な
事
故
の
記
憶
が
冷
め
ぬ
う
ち
に
、
昨
年
６
月
に
ま
た
砂
川

市
で
飲
酒
後
の
暴
走
運
転
に
よ
り
一
家
５
人
が
死
傷
す
る
と
い
う
大
変
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
北
海
道
飲
酒
運
転
根
絶
条
例

も
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
更
な
る
取
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
半
数
以
上
を
占
め
る
高
齢
者
対
策
と

し
て
、
各
種
啓
発
の
ほ
か
、
高
齢
者
と
子
ど
も
や
そ
の
親
が
一
堂
に
会
し
、

世
代
の
垣
根
を
越
え
交
通
安
全
を
学
ぶ
「
世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
」
を

実
施
し
た
ほ
か
、
全
道
の
新
小
学
生
、
新
中
学
生
、
そ
し
て
新
高
校
生
を
自

転
車
に
よ
る
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
「
自
転
車
安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
を
作
成
・
配
布
す
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
本
年
も
引
き
続
き
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ

せ
る
た
め
様
々
な
取
組
み
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
道
内

の
交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
、

交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
道
の
交
通
安
全
行
政
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北

海
道
博
物
館
の
オ
ー
プ
ン
や
ア
ポ
イ
岳
の

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
、
自
然
や
文

化
を
は
じ
め
と
し
た
本
道
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
道
南
圏
へ
の
導
入
・
十
勝
圏
へ
の
運

航
拡
大
や
防
災
・
減
災
の
視
点
に
立
っ
た

社
会
資
本
整
備
の
計
画
的
な
推
進
な
ど
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。交

通
安
全
に
関
し
ま
し
て
は
、
貴
委
員

会
を
は
じ
め
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等
の

皆
様
の
様
々
な
取
組
に
よ
り
、
昨
年
の
交

通
事
故
死
者
数
は
１
７
７
人
と
３
年
連
続

で
２
０
０
人
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
々
の

尊
い
命
が
交
通
事
故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
厳
し
い
見

方
が
一
層
増
し
、
そ
の
根
絶
に
向
け
た
取

組
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
交
通
事
故　

〜
め
ざ
せ
安
全
で
安
心

な
北
海
道
〜　

」
を
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
毎
年
、
交
通
事
故
死
者
の
約
半
数

を
占
め
る
高
齢
者
の
事
故
防
止
、
昨
年
制

定
さ
れ
た
「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

関
す
る
条
例
」
に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
な

ど
を
重
点
に
、
よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全

運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
道
の
交
通

安
全
行
政
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を
は
じ

め
、
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
交
通
事
故
防
止
に
関
し
ま
し
て
は
、

各
期
の
交
通
安
全
運
動
へ
の
取
組
み
を
は

じ
め
、「
世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
」
の

開
催
、
全
道
の
小
・
中
・
高
校
生
に
対
し

て
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
盛
り
込
ん
だ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
に
よ

り
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
を
図
る

な
ど
、
道
民
に
対
す
る
交
通
安
全
意
識
の

醸
成
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交

通
事
故　

め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海

道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
対
策
を
推
進

し
た
結
果
、
残
念
な
が
ら
死
者
数
は
前
年

よ
り
８
人
多
い
１
７
７
人
と
な
り
ま
し
た

が
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
、
傷
者
数
と

も
に
、
10
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
道

民
の
願
い
で
あ
る
「
交
通
事
故
の
な
い
安

全
で
安
心
な
北
海
道
」
の
実
現
に
向
け
、

確
実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
北
海
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
、
関
係
機

関
・
団
体
や
地
域
・
職
域
の
皆
様
に
よ
る

地
道
な
交
通
安
全
活
動
へ
の
取
組
み
が
実

を
結
ん
だ
も
の
と
拝
察
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
さ
さ

か
も
手
を
抜
く
こ
と
な
く
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
飲
酒
運
転
や
速
度
違

反
、
信
号
無
視
な
ど
悪
質
危
険
違
反
の
取

締
り
、
高
齢
者
事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
全
席
着
用
等
を
重
点
と
し
た
交
通
死
亡

事
故
抑
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
交
通
事
故

防
止
を
推
進
す
る
先
駆
け
と
し
て
、
地
域
、

職
域
等
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
や
交
通

安
全
指
導
等
の
交
通
安
全
活
動
に
引
き
続

き
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

年
頭
所
感

年
頭
所
感

北
海
道
知
事
　
高
　
橋
　
は
る
み

北
海
道
警
察
本
部
長
　
室
　
城
　
信
　
之
　

毎月 15 日は「道民交通安全の日」
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平成28年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故防止の徹底を図る。

年間スローガン ストップ・ザ・交通事故    〜  めざせ  安全で安心な北海道  〜

交
通
安
全
運
動
の
重
点

高 齢 者 事 故 防 止

○　高齢者の行動特性を理解した安全運転の普及に向けた取組を推進する。
○�　夜光反射材の普及促進と高齢者宅等への訪問活動、ひと声アドバイス等による交通安全指導を推進する。
○　高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育等を推進する。
○�　高齢運転者標識の表示促進と高齢運転者に対する「思いやり」を持った運転の普及に向けた取組を推
進する。

○　運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供を推進する。

飲 酒 運 転 根 絶

○�　飲食店や酒類販売店、歓楽街といった飲酒関連業界や駐車場等と連携したハンドルキーパー運動や街
頭啓発及び広報啓発活動を推進する。

○�　交通ボランティアや安全運転管理者等と連携した飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前における飲
酒状態の点検等の普及を図る。

ス ピ ー ド ダ ウ ン ○　速度の出し過ぎによる危険性の認識向上を図るため、交通安全教育や広報啓発活動を推進する。
○　安全速度の励行運動の啓発活動を推進する。

シートベルト全席着用 ○�　シートベルト・チャイルドシートの全席着用の徹底と、地域・職域における着用率向上に向けた取組
を推進する。

自 転 車 安 全 利 用
○�　自転車安全利用五則を活用した交通ルールの遵守と交通マナー向上に向けた交通安全教育や啓発活
動を推進する。

○�　自転車の点検及び整備に基づくTSマークや自転車損害賠償保険の必要性について広報啓発を推進する。

居 眠 り 運 転 防 止
○�　長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた啓発活動を推進する。
○�　道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」の取組を推
進する。

デ イ・ ラ イ ト

○�　昼間に前照灯等を点灯することでドライバー自身の交通安全意識の高揚と他者に交通安全を呼びか
けるデイ・ライト運動を推進する。

○�　市町村をはじめ、関係機関・団体等の参加はもとより、地域・職域の民間団体等の参加を促進し、デ
イ・ライト運動の一層の浸透・定着を図る。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 ４／６（水）〜４／15（金） 7／11（月）〜７／20（水） 9／21（水）〜９／30（金） 11／11（金）〜11／20（日）

セーフティコール ４／６（水） 7／13（水） 9／21（水） 11／11（金）

期別運動の視点

○�　新入学（新学期）を迎え
る子供や活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○�　観光や夏型レジャー等
に伴う事故防止や自動二
輪車による事故防止と飲
酒運転根絶を図るための
活動等を推進する。

○�　夕暮れ時と夜間の高齢
歩行者・自転車の事故防止
等を図るための活動等を
推進する。

○�　凍結路面でのスリップ
事故防止等を図るための
活動等を推進する。

重 点 項 目　     ○　春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。○　夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 ７月13日（水） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、啓発活動や広報活動を実施する。

交 通 事 故 死�
ゼロを目指す日 ４月10日（日）、９月30日（金） 交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコール

に準じた啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた啓発
活動等を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活
動等を実施する。

そ の 他 の�
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25）�
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた啓発活動を実施する。

特 別 対 策 事故多発に伴う「交通死亡事故多発警報」の発表時に地域住民等への注意喚起などの緊急かつ効果的な広報啓発、
住民集会、街頭指導等を実施する。

平成28年における交通安全運動の推進方針（概要）

こんばんは　早めのライトで　ごあいさつ
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全
道
交
通
安
全
指
導
員
研
修
会

９
月
16
日
、
全
道
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ

プ
を
き
っ
て
帯
広
市
で
、
道
交
通
安
全
指

導
員
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
道
東
ブ
ロ

ッ
ク
交
通
安
全
指
導
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
街
頭
指
導
や
交
通
安

全
思
想
の
普
及
な
ど
を
職
務
と
す
る
交
通

安
全
指
導
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
情
報
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
交
通

安
全
活
動
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
道
北
ブ
ロ
ッ

ク
は
10
月
７
日
に
枝
幸
町
で
、
道
南
ブ
ロ

ッ
ク
は
10
月
16
日
に
江
差
町
で
、
道
央
ブ

ロ
ッ
ク
は
10
月
29
日
に
千
歳
市
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

９
月
24
日
、
北
海
道
庁
周
辺
で
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
全
道
統
一
行
動
日

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
に
道
職
員
等
に

よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
及

び
手
旗
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
テ
ー

プ
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者
に
対
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
街
頭
啓
発

９
月
25
日
、
大
通
公
園
西
２
丁
目
で
、

札
幌
電
設
業
協
会
が
主
催
す
る
交
通
安
全

街
頭
啓
発
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
街
頭
啓
発
で
は
、
関
係
機
関
・
団

体
等
約
１
３
０
名
が
参
加
し
、
大
通
周
辺

交
差
点
８
箇
所
に
て
、
の
ぼ
り
旗
を
持
っ

て
「
旗
の
波
」
等
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実

施
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２
０
１
５
反
射
材
フ
ェ
ア

９
月
25
日
、
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間

北
３
条
西
広
場
で
、
道
交
通
安
全
協
会
が

主
催
す
る
２
０
１
５
反
射
材
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
夜
間
に
お
け
る
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
に

効
果
的
な
「
反
射
材
」
を
幅
広
い
年
齢
層

に
周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
装
着

を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
反
射
材
を

装
着
し
た
モ
デ
ル
に
よ
る
寸
劇
・
反
射
材

グ
ッ
ズ
等
の
販
売
を
行
い
、
交
通
安
全
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

９
月
30
日
、
札
幌
市
立
資
生
館
小
学
校

に
お
い
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
の
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
株
式
会
社
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
ド
ー
レ
君
と
一
緒

に
小
学
校
近
く
の
歩
道
で
通
過
車
両
や
歩

行
者
に
対
し
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

シニアこそ　ジュニアのお手本　交通安全
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交
通
安
全
母
の
会
研
修
会

10
月
28
日
、
札
幌
市
の
北
農
健
保
会
館

で
平
成
27
年
度
北
海
道
交
通
安
全
母
の
会

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
道
交
通
安
全
母
の
会
の
蔵
田

愛
子
会
長
の
挨
拶
の
後
、
道
環
境
生
活
部

く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
交
通
安
全
対

策
担
当
課
長
安
海
智
久
様
、
道
警
本
部
交

通
部
管
理
官
髙
瀨
裕
様
か
ら
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
交
通
事
故
被
害
者
の

会
会
員
の
白
倉
由
美
子
様
か
ら
「
交
通
犯

罪
で
奪
わ
れ
た
命
」
と
題
し
た
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動 

�

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
11
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
前
庭

周
辺
で
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
全
道
統

一
行
動
日
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
は
元
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

エ
ア
リ
ア
ル
選
手
の
逸
見
佳
代
様
に
出
席

い
た
だ
き
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、
逸
見
様

か
ら
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
、
道
庁
東
門
前
の
通
り
で
、「
黄

色
い
旗
の
波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施

し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者
に
対
し
、
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等 

�

ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会

11
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
、
内
閣
府

主
催
の
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
ブ
ロ
ッ
ク

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
・
来
賓
挨
拶
の
後
、
千
葉
大
学

名
誉
教
授
の
鈴
木
春
男
様
か
ら
「
高
齢
者

の
交
通
安
全
〜
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
中
心

と
し
て
〜
」
新
潟
青
陵
大
学
大
学
院
教
授

の
碓
井
真
史
様
か
ら
「
飲
酒
運
転
撲
滅
に

向
け
て
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
帯
広
市
交
通
安
全
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
副
会
長
の
佐
藤
金
平
様
か
ら
「
高

齢
歩
行
者
等
街
頭
啓
発
事
業
に
つ
い
て
」

江
別
市
交
通
安
全
教
育
指
導
員
の
佐
々
木

康
代
様
・
宮
崎
由
香
様
か
ら
「
水
戸
黄
門

の
交
通
安
全
」
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
北
海
道
本
部
普
及
部
次
長
の
畑
洋

一
様
か
ら
「
Ｊ
Ａ
共
済
に
お
け
る
地
域
貢

献
活
動
に
つ
い
て
」
活
動
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
１
日
目
は
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

①
街
頭
指
導
・
啓
発　

②
交
通
安
全
教
育　

③
家
庭
と
地
域
等
の
連
携　

④
高
齢
者
の

交
通
安
全　

⑤
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
の
５
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
討
議
・
結
果
発
表
を
行
い
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鈴
木
春
男
先
生
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
講
習
会
が
閉

会
さ
れ
ま
し
た
。

しんごうが　あおでもよくみる　みぎひだり
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その酒で　失う信頼　家族の未来

「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」の制定について
平成27年11月26日、北海道議会第４回定例会で、「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」が提案・可決され、平
成27年12月１日から施行されました。
この条例は、道路交通法の改正などにより厳罰化が図られているにもかかわらず、一昨年、道内では飲酒運転
に伴う交通事故死者数は19人で全国最多となるなど、飲酒運転による重大事故が依然として後を絶たない大変厳
しい状況が続いていることから、一日も早く北海道から飲酒運転を根絶し、道民にとって安全で安心して暮らす
ことができる社会が実現されるよう、道民一人ひとりがそれぞれの責務を積極的に果たすことを目的としており、
概要は次のとおりです。
なお、同条例の条文は北海道や当委員会のホームページでご覧になれます。

北海道飲酒運転の根絶に関する条例概要

Ⅰ　

総　
　

則

１　目　　的 飲酒運転の根絶に関する施策を総合的に推進し、安全で安心して暮らすことができる
社会の実現に資する

２　定　　義 必要な用語の定義

３　基本理念

①‌�全ての道民が「飲酒運転をしない、させない、許さない」という認識の下に、飲酒運
転をしないこと、飲酒運転を行うおそれのあるものに対し車両又は酒類を提供しな
いこと、飲酒運転の車両に同乗しないことを基本として、行わなければならない
②‌�道、市町村、道民及び事業者の適切な役割分担による協働により社会全体で推進さ
れなければならない
③‌�事業者、家庭、学校、地域住民、行政その他の関係するものの相互の連携協力の下、
社会全体で飲酒運転の根絶を目指して行われなければならない

４　道の責務 飲酒運転の根絶に関する総合的な施策の実施

５　道民の責務 飲酒運転をしてはならないこと、飲酒運転が重大な違法行為であること、飲酒が身体に
及ぼす影響に対する理解、道の施策への協力、飲酒運転の制止努力義務

６　事業者の責務 車両の運行に当たって飲酒運転の禁止、従業員に対する教育、指導、道の施策への協力
７　‌�飲食店営業者及び

酒類販売業者等の
責務

飲酒運転の防止に関する文書の掲示その他の措置、飲酒運転の制止努力義務、来店者
への情報提供等タクシー事業者等との連携、飲食店営業者等が出店する建物を管理す
る事業者の文書の掲示、これらの店舗に対しての啓発要請努力義務

８　‌�タクシー業者及び
代行業者の責務

飲酒運転の防止のため、自らの事業の利用をすべき旨の広報活動、飲酒運転の制止そ
の他の措置努力義務

９　‌�イベント等を主催
するものの責務

イベント等で酒類が提供される場合又はイベント参加者の飲酒が想定される場合には、
参加者に対し、飲酒運転の防止に関する啓発その他の措置努力義務

10　通報努力義務 ①道民、②飲食店営業者及び酒類販売業者、③タクシー事業者及び代行業者が飲酒運
転を確認した場合等の警察官への通報努力義務

Ⅱ　

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の
施
策

11　基本方針

次の基本方針を策定し、公表
①飲酒運転の根絶に係る道民の意識の高揚及び啓発活動に関する基本的な事項
②飲酒運転の根絶のための推進体制に関する基本的な事項
③その他飲酒運転根絶に関する基本的な事項

12　‌�飲酒運転の予防 
及び再発防止の 
ための措置

①アルコール健康障害を有する者及びその家族に対する相談支援等推進
②‌�飲酒運転をした者に対し、保健所によるアルコール健康障害に関する保健指導を受
けることを促すとともに、その者の状況に応じた指導、助言、支援等

13　‌�教育及び 
知識の普及等

①飲酒の身体に及ぼす影響についての知識の普及
②‌�学校等の教育機関が、その発達段階に応じ、生命の大切さ等の教育を家族、地域関係
者と協力して行うことができるよう必要な措置
③観光客その他の滞在者に対する啓発その他の必要な措置

14　情報の提供 道は、道民に対し飲酒運転の状況に関する情報を提供

15　飲酒運転根絶の日 道民の理解と関心を深めるため、７月13日を飲酒運転根絶の日とし、道と道民等が一体
となった取組

16　‌�緊急対策期間及び
重点対策地域

①‌�飲酒運転の発生状況に鑑み緊急対策期間を設定し、公安委員会や市町村等と連携協
力し、飲酒運転根絶の取組を推進
②‌�緊急対策期間を設定する際に飲酒運転を根絶するために特定地域を重点対策地域に指定

17　年次報告 知事は、毎年、飲酒運転の状況及び飲酒運転根絶に関して講じた施策の概況を議会に報告
施行期日：平成27年12月１日

北海道飲酒運転の根絶に関する条例概要
〜「飲酒運転をしない、させない、許さない」社会の実現に向けて〜
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皆様からのご支援、ありがとうございました。
〈寄付金〉� （敬称略）

【交通安全活動支援資金】
■募　　金（１口）　

住　所 団　体　名 金額（円）

9月 札幌市 建設産業交通安全推進�
北海道本部 500,000

【交通遺児育英資金】
■寄　　付（２口）　

住　所 個　人　名 金額（円）
9月 札幌市 植村 泰也 2,000 
10月 札幌市 植村 泰也 2,000 

■募　　金（３口）	�
住　所 団　体　名 金額（円）

9月 札 幌 市 建設産業交通安全推進�
北海道本部 500,000 

10月 札 幌 市 八剣山パークゴルフ場 82,500 

11月 札 幌 市 手稲自動車学校�
セーフティクラブ 30,850 

〈一般募金〉�
■羽根募金（８口）

団　体　名 金額（円）

9月 羽幌町交通安全指導員協議会・�
羽幌町日赤奉仕団 17,958

10月

中標津町交通安全指導員協議会 20,897
美幌町交通安全推進委員会 18,615
屈足交通少年団・新得交通少年団 23,688
士別市交通安全母の会 101,046
ニセコ町内各自治会（45団体） 70,136
蘭越町交通安全母の会・蘭越町交通安
全協会蘭越支部女性ドライバー部会 31,204

当麻町交通安全母の会連合会 36,476
■箱 募 金（２口）

団　体　名 金額（円）
9月 美幌交通安全母の会 10,677 
10月 中標津町交通安全協会 1,400 

スマホ見ず　しっかり前見て　踏むペダル

10月６日　八剣山パークゴルフ場

９月25日　建設産業交通安全推進北海道本部

10月
3000日▶松前町
2500日▶泊村
1500日▶豊富町
  700日▶�苫前町 

遠別町 
広尾町

  500日▶�東神楽町 
小清水町

  300日▶名寄市

11月
3000日▶�猿払村 

興部町
1000日▶長沼町
  700日▶�赤平市 

共和町 
新冠町 
北斗市 
清里町 
浦幌町

  500日▶弟子屈町
  300日▶北見市

12月
1500日▶中札内村
  700日▶�平取町 

せたな町
  500日▶�夕張市 

湧別町 
中標津町

  300日▶千歳市

◆◆◆ 交通事故死ゼロ日数顕彰 ◆◆◆

松前町3,000日

新篠津村3,000日（９月28日 顕彰日）
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気を付けよう　知らない道より　慣れた道

網
走
市
は
北
緯
44
度
・
東
経
１
４
４
度
、
道

東
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
て
お
り
、
１
年
を

通
じ
て
晴
天
が
多
く
、
年
間
降
水
量
・
降
雪
量

は
少
な
い
地
域
で
す
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
た
め
寒
暖

差
が
少
な
く
、
寒
気
も
内
陸
部
に
比
べ
る
と
そ

れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
月
か
ら
３
月

は
流
氷
が
到
来
す
る
と
冷
え
込
み
ま
す
。

面
積
は
４
７
１
平
方
キ
ロ
、
人
口
３
万
７
千�

５
百
人
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
が
あ
り
、

大
規
模
農
業
及
び
豊
か
な
漁
場
を
有
す
る
水
産

業
、
そ
し
て
世
界
遺
産
知
床
や
阿
寒
、
大
雪
山

の
３
つ
の
国
立
公
園
に
囲
ま
れ
た
網
走
国
定
公

園
の
中
心
に
位
置
し
、
市
街
地
近
く
に
は
知
床

連
山
を
眺
望
で
き
る
名
勝
天
都
山
や
、
市
街
地

を
貫
流
す
る
網
走
川
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
の
濤
沸
湖
を
は
じ
め
大
小
５
つ
の
湖
が
織

り
な
す
水
と
緑
の
美
し
い
景
観
を
有
す
る
観
光

の
街
で
も
あ
り
ま
す
。

当
市
の
交
通
状
況
は
、
女
満
別
空
港
が
至
近

で
、
Ｊ
Ｒ
石
北
本
線
・
釧
網
本
線
の
終
点
起
点

と
な
る
網
走
駅
、
重
要
港
湾
網
走
港
、
そ
し
て

国
道
39
号
、
２
３
８
号
、
２
４
４
号
、
３
３
４

号
と
４
本
も
の
幹
線
道
路
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
交
通
事
故
は
各
団
体
・
関
係
機
関
の

ご
努
力
も
あ
り
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平

成
26
年
の
死
亡
交
通
事
故
発
生
は
無
か
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
平
成
27
年
は
２

名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上

の
悲
惨
な
事
故

を
防
ぐ
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事

故
を
１
件
で
も

減
ら
す
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
啓
発

交
通
安
全
街
頭
啓
発
は
、
網
走
警
察
署
並
び

に
交
通
安
全
を
願
う
市
内
の
多
く
の
関
係
団

体
・
企
業
、
交
通
安
全
指
導
員
、
シ
ル
バ
ー
交

通
安
全
協
力
員
と
沿
道
の
地
域
の
小
中
学
生
も

参
加
し
、
４
期
の
期
別
運
動
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
管
内
独
自
に
行
わ
れ
て
い
る
春
の
行

楽
期
、
秋
の
輸
送
繁
忙
期
、
あ
わ
せ
て
６
期
60

日
の
期
別
運
動
の
な
か
、
交
通
量
の
多
い
国
道

39
号
、
２
３
８
号
、
２
４
４
号
を
主
と
し
て
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
行
っ
た
街
頭
啓
発
は
計
16
回

で
、
延
べ
千
３
百
人
も
の
多
く
の
方
が
た
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
秋
の
啓
発
で
は
、
地
域
の
学
校
児
童
に

よ
る
手
作
り
し
お
り
を
、
児
童
が
自
ら
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
し
な
が
ら
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

て
お
り
、
そ
の
心
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
わ
り
、

交
通
安
全
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
町
内
会
に
は
、「
安
全
運
転
」「
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
」
等
と
染
め
た
手
旗
や
タ
ス
キ
、
そ
し
て

交
通
安
全
旗
の
交
通
安
全
資
材
を
提
供
、
期
別

運
動
に
合
わ
せ
て
、
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
多
く
の
関
係
団
体
に
も
独
自
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
教
育

毎
年
、
新
入
学
児
童
に
は
、
各
関
係
団
体
等

か
ら
反
射
材
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
交
通

安
全
グ
ッ
ズ
が
寄
贈
さ
れ
、
春
の
新
入
学
期
に

は
、
町
内
会
・
各
団
体
の
方
が
た
や
交
通
安
全

指
導
員
が
街
頭
に
立
ち
通
学
児
童
を
見
守
る
と

と
も
に
、
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
等
や
保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
、
新

年
度
の
早
い
時
期
に
、
網
走
警
察
署
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る

「
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催
、
模
擬
信
号
機
を
使

用
し
て
実
践
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
園

児
に
は
信
号
の
意
味
か
ら
歩
行
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
、
児
童
・
生
徒
に
は
登
下
校
時
の
交
通

ル
ー
ル
、
自
転
車
の
点
検
方
法
や
正
し
い
乗
り

方
・
ル
ー
ル
を
伝
え
、
楽
し
い
自
転
車
で
悲
惨

な
事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

開
催
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

の
会
合
に
お
招
き
い
た
だ
い
て
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
高
齢
者
の
特
性
を
再
確
認
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
行
動
を
と
る
こ
と
、
色

に
よ
る
衣
服
の
見
え
方
の
違
い
、
反
射
材
の
効

果
を
具
体
的
に
説
明
し
、
反
射
材
着
用
を
促
し

な
が
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
各
ク
ラ
ブ
か

ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
方
を
シ
ル
バ
ー
交
通
安

全
協
力
員
と
し
て
70
名
委
嘱
し
、
各
期
街
頭
啓

発
へ
の
参
加
や
、
ク
ラ
ブ
内
外
で
の
交
通
安
全

思
想
の
普
及
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
実
績
（
平
成
27
年
10
月
末
現

在
）
は
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
等
・
老

人
ク
ラ
ブ
等
で
の
べ
三
千
五
百
人
に
受
講
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
市
民
大
会

悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
す
交

通
安
全
意
識
の
向
上
が
必
要
で
す
。
網
走
市
の

交
通
安
全
及
び
安
心
安
全
の
た
め
毎
年
７
月
末

に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
と
も
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

最
後
に

安
心
安
全
な
網
走
市
を
目
指
し
、
今
後
も
交

通
安
全
啓
発

活
動
と
交
通

安
全
教
育
等

を
、
関
係
各

機
関
・
各
団

体
と
連
携
を

し
な
が
ら
、

継
続
し
て
交

通
安
全
運
動

を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考

え
ま
す
。

網
走
市

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
）

安
心・安
全
で 

�
交
通
事
故
の
無
い
街
を
目
指
す

ゆるキャラ「ニポネ」も交通安全！

旗の波作戦
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もしもしは　しません出ません　運転中

石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

江別市交通安全推進委員会は、「秋の全国交通安全
運動」が始まる直前であり、かつ、外出の機会が増え
るシルバーウィーク直前の９月18日に、江別市役所
前の国道12号沿道にて、約460名の参加者による「旗
の波」啓発運動を行い、走行車両等に交通安全の呼び
かけを行いました。

５月29日、厚沢部町道の駅前の国道沿い310メー
トル区間に、全道各市町村の179枚の交通安全旗が設
置されました。これは厚沢部交通安全協会が10年程
前から練っていた啓発で、各機関の協力のもと実現し
ました。各市町村の特色ある交通安全旗は目で見て楽
しめるだけでなく、安全運転意識をさらに高めるもの
となっています。

石狩地区�����������������������������������������������������������江別市 檜山地区��������������������������������������������������������厚沢部町

十勝総合振興局では高齢者の交通事故を防ぐため、
児童が交通安全メッセージをキーホルダーの裏に書い
て、家族の高齢者に手渡す、「とかち交通安全メッセ
ージ作戦」を展開しています。子供たちは真剣に、お
じいちゃんやおばあちゃんの顔を思い浮かべながら、
事故にあわないようにとメッセージを書いていまし
た。（５月12日　足寄町芽登小学校）

羽幌町では、秋の全国交通安全運動週間の始まりと
して９月18日に羽幌町交通安全運動推進協議会を中
心として苫前町・羽幌町・初山別村の３町村と羽幌警
察署他９団体とが連携して、出動式を実施しました。
出動式の中では、認定こども園まきの園児３名が交
通安全宣言をし、羽幌町のゆるキャラ「オロ坊」も参
加して交通安全を呼びかけました。

十勝地区�����������������������������������������������������������足寄町留萌地区�����������������������������������������������������������羽幌町

お 知 ら せ
平成27年度   

北海道交通安全功労者等 
表　彰　式

日時　平成28年２月１日（月）14:00〜
場所　‌�北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）�

札幌市中央区北３条西６丁目

理事会のお知らせ
平成27年度 

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会 
第３回　理　事　会

日時　平成28年３月２日（水）13:30〜
場所　‌�北農健保会館�

札幌市中央区北４条西７丁目
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お慶びを申し上げます
北海道交通安全推進委員会
副 会 長  高 橋 道 夫 ・ 時 田 昭 子 ・ 山 口 幸 太 郎 ・ 山 崎 一 雄

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目 

電
話
（
〇
一
一
）
六
三
三―

七
三
二
〇
番 

一　
　

般

社
団
法
人

岩
波 

　

剛

電
話（
〇
一
一
）二
三
二―

五
五
五
四

渡
邉　

修

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
六
丁
目

第
二
道
通
ビ
ル
六
階

電　

話
（
〇
一
一
）
二
四
一―

一
一
二
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

一　
　

般

社
団
法
人

杉
本　

亙

保
険
の
こ
と
な
ら
互
助
サ
ー
ビ
ス
へ
！ 

●
生
命
保
険　
　

●
医
療
保
険　

●
自
動
車
保
険 

●
ゴ
ル
フ
保
険　

●
旅
行
保
険 

㈱
北
海
道
互
助
サ
ー
ビ
ス

江
尻 

　

剛

富
士
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

岡
部 

久
子

〒
064–

0916　

札
幌
市
中
央
区

南
十
六
条
西
九
丁
目
二
︱
一
〇

電　

話（
〇
一
一
）五
三
一
︱
四
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）五
三
〇
︱
二
五
四
九

大
槻　

博

一　
　

般

財
団
法
人札

幌
市
北
区
北
三
十
条
西
六
丁
目
四
番
十
八
号

電
話
（
〇
一
一
）
七
三
七―

八
七
〇
〇
番

伝えよう　自分の存在　反射材
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2 016年

謹んで新春の
� 公益社団法人   
�会 長  堰 八 義 博  筆 頭 副 会 長  吉 野 三 郎 　

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
十
七
丁
目

代表取締役社長 逵本 秀久

札幌市中央区北２条西４丁目１北海道ビルヂング４階
TEL（011）281-7002 FAX（011）281-8741
URL http://www.nttdata-hokkaido.co.jp

先進のＩＴで
お客様の夢・希望の実現を

サポートします

北海道とともに

交
通
安
全
指
導
員
制
服
製
造

相
合
縫
製
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

笠
原 

祥
史

〒
003–

0026　

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
丁
目
南
七
番
九
号

電　

話　
（
〇
一
一
）
八
六
四
︱
一
九
五
三
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
〇
一
一
）
八
六
四
︱
一
九
五
四
番

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.step-u.com

	

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
step-u.com

交通安全、建設安全、防災、 
防犯、福祉、人権、消費者、 

環境の映像教材販売

http://www.planproduce.co.jp

有限会社 

プラン・プロデュース

札幌市中央区大通東２丁目３番

℡011−219−2311

　

代
表
取
締
役　

村
上 

　

寛

札
幌
市
白
石
区
本
通
六
丁
目
北
四
番
八
号

	

電

話　
（
〇
一
一
）八
六
一
︱
六
二
二
一

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.anzenkiki.co.jp

わたろうか　いそぐ気持ちに　ブレーキを

新しい価値の創造を目指して
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平成28年１月号
公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
URL: http://www.slowly.or.jp　　e-mail: safety@slowly.or.jp

「交通安全」と「食の安全」を目指す
うさぎ印パン粉

横山食品株式会社
取締役会長 横 山 末 雄

〒 札幌市白石区平和通 丁目北 番 号
T EL FAX

ぼくはここ　ピカッと知らせる　はんしゃざい


